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The past studies examined the prototype and the 
transformation of premises forest in Kanto area based on 
analysis of copperplate engravings of Meiji Era. Those 
studies clarified the 8 planting patterns* and the existence 
of two planting systems that belong to the northern or the 
southern area. The characters of northern planting system 
was composed of 1) cedar forest which forms background 
trees, 2) a big tree with a small shrine, 3) square-shaped 
trees called “hiyoke” surrounding the building, and the 
characters of southern was composed of 1)hedges called 
“maki-bei” surrounding the premises, 2) planted space for 
viewing with cycad.  
This paper examines the characters of mixed planting 
system in the eastern area of Saitama prefecture and 
Tsukuba area. And the results were composed of 1) 
developed background trees, 2) various hedges, 3) appear- 
ance of plural patterns, 4) various square-shaped tree. It is 
concluded that the premises forests were various and 
developed in this area. 
	 *A: background tree , B: a big tree with a small shrine, C: 
hedge,D: square shaped tree, E: planting space for viewing, F: farm 
in premises, G: trellis, H: cycad 
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22 年）」「大日本博覧図：第７編（明治 25 年）」「日本博覧図：


















































































には、A. 屋敷背後林（76 軒）、B. 大木と祠（46 軒）、C. 生垣（70
軒）、D. 面状樹木（45 軒）、E. 座敷庭（77 軒）、F. 屋敷畑（29 軒）、














　＜屋敷後部の発達＞　当地域では、92 軒中 76 軒（83%）

























 空間 F屋敷畑 Gフジ棚 Hソテツ その他
99 1 ◎ ●
100 2
101 3 ◎ ●
32 4 ○ ● ○ ●○ ●
33 5 ○ ○ ○
34 6 ◎ ●○ ●
35 7 ○ ● ●
36 8 ○ ○ ○ ●
37 9 ○ ● ● 竹
38 10 ○
39 11 ○ ●○ ● ● 桑
40 12 ○ ○ ●○ ●○ ● 池と祠
41 13 ○ ○ ○ ●○ ● ●
42 14 ●
43 15 ○ ○ ○ ● ●
44 16 ○ ●○ ●
45 17 ○ ○ ● ● 井戸と樹木
46 18 ○ ○ ●●●○ ●
48 19 ○ ○ ●○ ●
49 20 ○ ○ ●○ ●
50 21 ◎ ●○ ●● ● ●
51 22 ◎ ○ ●○ ● ●
52 23 ◎ ●○ ● 池
53 24 ○ ● ○ ●○
54 25 ●
55 26 ○ ○ 井戸と樹木
56 27 ◎ ○ ●
57 28 ○ ● ●
58 29 ○ ○ ●○ ● 円柱樹木
59 30 ○ ●
60 31 ● ● ●
61 32 ○ ●○ ○ ●●○○○○○ ● ●
62 33 ○ ●○ ● ● ● 円柱樹木
63 34 ○ ● ● ●
64 35 ○ ● ○ ● ● 井戸と樹木
65 36 ◎ ●○
66 37 ● ● ●
69 38 ◎ ○ ●○ ● ● 井戸と樹木




71 40 ◎ ● ●
73 41 ●
74 42 ○ ● ●○ ●●●○ ● 面状複数有
112 43 ◎ ○ ●○ ● ●
113 44 ◎ ● ○ ● ●
114 45 ● ● ●○ ● ●
115 46 ◎ ○ ● ●
116 47 ◎ ●○ ○ ● ●
117 48 ● ●
120 49 ●○ ● ●
121 50 ○ ○ ● ●○ ● ● ● 円柱樹木
122 51 ○ ● ●○ ●
123 52 ○ ○ ● ●
130 53 ●○ ●○ ●
77 1 ○ ○ ● ●
78 2 ○ ● ●●○ ● ●
80 3 ○ ○ ● ● ●
81 4 ○ ○ ● ●
82 5 ● ● ○ ●
84 6 ● ● ●○○ ● ●
85 7 ● ● ○ ● ●
89 8 ○ ●○○ ●
90/91 9 ● ○ ● ●
95 10 ○ ● ○ ● ● ●
96 11 ○ ● ● ●
97 12 ●○ ●○ ●
98 13 ○ ● ● ● ●
99 14 ● ● ● ● ●
100 15 ○ ○ ○ ●○○ ● ● ●
101 16 ○ ○ ● ● ●
102 17 ○ ○ ○ ● ●
103 18 ○ ○ ● ●
104 19 ◎ ○ ●○ ●
105 20 ○ ● ●●○ ● ●
106 21 ○ ○ ●
107 22 ● ●
108 23 ●○ ● ○ ●○ ● ●
110 24 ◎ ● ●○ ●
112 25 ● ●
113 26 ○ ● ● ●○ ●
114 27 ○ ○ ● ●
115 28 ○ ○ ● ● ●
116/117 29 ○ ○ ● ●● ● ● ●
118 30 ◎ ● ●
119 31 ○ ○ ○ ●
120 32 ○ ● ●
121 33 ○ ○ ●●○ ● ●
122 34 ○ ○ ● ●
125 35 ○ ● ● ●
129 36 ● ● ● ● ●
130 37 ○ ● ● ●
131 38 ○ ○ ● ● ●
































































えられている屋敷が 34 件もあり、そのうち 6 パターン以
上のものが 8 件、７パターン以上のものが 3 件みられるな
ど、その出現が顕著で、多様な構成であることが窺える。
No.33 邸でも複数のパターンが同時に出現しており、かつ









状樹木が出現した屋敷 45 件中、一つの屋敷内に 2 つ以上
































































































































































家数 27 13 21 22 8 6 97










































屋敷のうち現存する神郡の No.106 邸・No.107 邸、作谷の
No.102 邸・No.104 邸・No.105 邸、池田の No.103 邸、大
生郷の No.95 邸の現地調査を行った。ここでは、そのうち










図 3-3 金田連続配置図 
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（精行社、212 図 1892）、同編『日本博覧図第 10 編』（精行社、
204 図 1894）に所収されている。
13）前掲１）拙稿①の中で銅版画の史料性について、「銅
版画製本規約」「当時の編者解説」などの情報と銅版画を
用い分析を行った先行研究を挙げ、まとめている。
14）銅版画集は 12 編の存在が確認されている。しかし、
これまでに紹介されているのは、10 冊のみであり、しかも
そのうちの一冊（「日本博覧絵」明治 21 年刊とされているもの）
は、渡辺善司「『博覧図』の出版をめぐって」（『千葉県立中
央博物館研究報告』9(2)、千葉県立中央博物館、pp.75-84、2006）
が、その存在に触れているが原本の所蔵が示されておらず、
確認できない。また、『日本博覧図』第 12 編（1897）が未
入手であり、関東の銅版画 64 図について未分析である。
15）前掲拙稿６）の他、丸木英明・田代順孝「三富新田集
落における雑木林の管理の状態と所有者の居住地の関連
性」（『ランドスケープ研究』、67(5)、pp.803-808、2004）、橋本剛「空
中写真を用いた屋敷林面積の変遷に関する研究 : つくば市
洞下集落及び上菅間集落における事例研究」（『学術講演梗概
集』E-2、pp.439-440、2007）など。
16）図３およびパターンの説明は、前掲１）拙稿①に掲載
しているが、本稿での文脈上必要不可欠であるので再掲し
た。
17）前掲１）拙稿①より
18）山本勝巳ら「自然への配慮」（『関東地方の民家』、明玄書房、
pp. 439-456、1971）および、今瀬文也「茨城の屋敷と屋敷林」
（『関東地方の住まい習俗』、明玄書房、pp. 151-198、1984）は、「コ
ウジン」「ウジガミサマ」などの屋敷神が北西に設けられ
ることを指摘している。
19) 前掲 18）『関東地方の民家』によっても北関東で見ら
れることが、すでに報告されている。
20）常緑樹は、落葉樹に比べ個体内に水分を多く保有して
いるとされ、火事の際に「水を出す」との言い伝えも残る。
これについては、斉藤庸平ら（1990）が、「屋敷林の防災機
能に関する実証的研究」（『造園雑誌』53（5）、pp157‐162）の
中で、樹木の耐火性能について火災想定による効果測定の
結果より、モチノキ・シラカシが耐火性能に優れ、合理的
な樹種選択や配置がなされていると結論している。
21) 農間稼ともいい、江戸時代農民が農業の合間に他の商
いをしたこと（「国史大辞典 11 より」）
22) 樹木を樹形によりいくつかの種類に分け、外観で樹種
判定を行う方法がある。たとえば、飯島亮、安蒜俊比古「造
園樹木の樹形」（『植木と緑化樹』1．針葉樹・広葉樹、誠文堂新
光社、pp90‐95、1974）などにまとめられている。以下の図は、
各先行文献をまとめ筆者が作成したものである。
23) 前掲１）拙稿②③のなかで、屋敷林消失の事例として、
屋敷畑の鑑賞空間化や屋敷背後林の樹種の単一化などを紹
介しつつ、屋敷林の近代化の傾向を考察している。
